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“自由の女神”
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ほんやら洞で温かい交流

　1月14日、沖縄県仲里村と当村との「なかさ

と」交流会ホームステイ先のほんやら洞の中で

す。両村の小学生たちは、火鉢に手をかざしな

がら話を弾ませていました。通り山公民館前に設

営されたこの会場では、時折激しく降る雪の中、

地元の子どもたちとワラのたいまつを持って、鳥

追い行事に参加していました。
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翌難愛こう・走ろう・外で遊ぽう・…・嘉空

議会報告・やる気とアイディアで勝負……⑤

むらのあっちからこっちから………⑥～⑦

牽筈はお早めに・………………・・…⑧～⑨

みんなの広場…・……・………・……⑩～⑪

お知らせ・青春してます・カレンダー…⑫～⑭



県平均との比較【男子身長】図表①

（cm）
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6歳 7歳 8歳 9歳 麹歳 鍛歳 12歳 欝歳 14歳

中里村 118．3 123．7 126．8 133．1 136．9 144．5 153．0 158．0 163．7

新潟県 王17．6 123．7 ユ2鍛．＠ 玉34．の 13駐．⑧ 難5。2 152．2 霊59．2 165．3

差 0．7 0．0 一2．2 一〇．9 一2．1 一〇．7 0．8 一1．2 一1．6

（県平均一平成2年度統計より）

県平均との比較【男子体重】図表②

（kg）
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中里村 22．3 25．1 26．7 29．8 32．5 36．9 44．9 51．2 54．4
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差 0．4 0．5 一〇．9 一〇．7 一1．2 一2．2 1．3 2．3 一〇．5

）
　
　
0

9
　
　
5

k（

40

30

20

10

0

（県平均一平成2年度統計より）
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体格

全
体
に

　
身
長
は
、
ほ
と
ん
ど
の
年
齢
で
男

女
と
も
新
潟
県
、
十
日
町
市
、
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
い
て
、
全
体
的
に

小
柄
で
す
。
特
に
八
歳
男
子
、
十
歳

女
子
、
十
四
歳
女
子
で
は
、
県
平
均

を
二
弛
．
材
も
下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
女
子
で
は
す
べ
て
の
年
齢
で
県

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
（
上
図
表
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平成2年度県平均を基準にして

6歳男子

7歳男子

7歳女子

ふつう

身長

図表④
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1　　　　　胸囲

・疏形で表した・◆二平成3年度中里村平均

2

①
・
③
参
照
）

肥
満
傾
向
の
割
合
が
高
か

　
体
重
は
、
九
歳
女
子
、
十
二
歳
男

子
女
子
、
十
三
歳
男
子
女
子
が
大
幅

に
上
回
っ
て
い
て
、
身
長
が
県
平
均

よ
り
下
回
っ
て
い
る
た
め
肥
満
傾
向

児
童
生
徒
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ

12歳男子

大柄
身長
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図表⑧
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注）図表の見方　平成2年度県平均を基準とし
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－1．0

－1．5

－2．0
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県平均との比較【女子体重】図表④

（kg）

50

45

40

35

30

25

20

15

10

　5

　0

県平均

中里村

6歳 7歳 8歳 頸歳 麹歳 鍛歳 12歳 13歳 難歳

中里村 20．7 23．1 25．0 30．9 33．4 39．1 44．9 49．0 49．7
新潟県 21．2 23．6 26．8 30．1 34．5 39．6 44．1 48．1 50．6
差 一〇．5 一〇．5 一1．8 0．8 一1．1 一〇．5 0．8 0．9 一〇．9

（kg）

　50

45

40

35

30

25

20

15

10

5
0

（県平均一平成2年度統計より）

か
り
ま
す
。

（
上
図
表
②
・
④
参
照
）

　
こ
の
肥
満
傾
向
割
合
に
つ
い
て
は

男
子
は
六
歳
、
十
二
歳
、
十
三
歳
、

十
四
歳
で
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
て
、

特
に
六
歳
、
十
三
歳
で
は
三
倍
以
上

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
十
三

歳
男
子
で
は
県
下
二
番
目
の
記
録
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
は
、
六

歳
、
八
歳
を
除
く
全
学
年
で
県
平
均

を
上
回
り
、
や
は
り
九
歳
、
十
三
歳

で
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て

　
男
子
は
低
く
女
子
は
高
く

　
男
子
は
、
平
成
元
年
度
、
二
年
度

と
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
肥

満
傾
向
児
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い

く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
女
子
は

学
年
が
進
む
に
つ
れ
割
合
は
高
く
な

っ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

力視　小
中
学
校
別
男
女
別
の
平
均
を
見

る
と
、
一
・
○
未
満
の
低
視
力
児
童
・

生
徒
の
割
合
は
、
中
学
生
男
子
で
は

県
・
全
国
平
均
よ
り
も
良
い
も
の
の
、

小
学
生
男
子
女
子
、
中
学
生
女
子
で

は
県
・
全
国
平
均
よ
り
一
〇
幹
前
後

も
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
次
ぺ
ー
ジ
図
表
⑤
参
照
）

　
九
歳
男
子
と
十
歳
女
子
で
は
○
・

　
こ
れ
は
、
男
子
は
第
二
次
性
徴
で

身
長
が
伸
び
る
時
期
と
部
活
動
で
運

動
量
が
増
え
る
時
期
が
ほ
ぼ
重
な
っ

て
い
る
た
め
、
相
対
的
に
肥
満
度
が

低
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

女
子
は
肥
満
傾
向
生
徒
が
文
化
系
の

部
活
動
を
選
ぶ
こ
と
が
多
く
、
運
動

量
が
少
な
く
な
り
が
ち
な
こ
と
や
、

身
長
の
伸
び
の
ピ
ー
ク
が
十
～
十
一

歳
（
小
学
校
高
学
年
）
に
あ
っ
て
、
そ
の

後
身
長
が
あ
ま
り
伸
び
な
い
場
合
が

多
い
こ
と
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
柄
・
太
り
気
味
年
齢
が
多
い

　
新
潟
県
平
均
と
比
較
し
て
、
中
里

村
児
童
生
徒
の
体
格
を
「
普
通
」
、
「
大

柄
」
、
「
小
柄
」
、
「
小
柄
太
り
気
味
」
、

「
小
柄
や
せ
気
味
」
に
分
類
し
ま
す

と
下
図
表
年
齢
別
体
格
比
較
表
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
学
年

で
は
ど
ん
な
体
格
に
あ
た
り
ま
す
か
。

小
学
生
女
子
で
低
視
力
者
が
多
い

三
未
満
の
低
視
力
の
割
合
が
一
〇
智

を
越
え
て
、
小
学
校
の
他
学
年
に
比

べ
て
そ
の
割
合
が
著
し
く
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
昨
年
度
一
昨

年
度
も
低
視
力
児
童
の
割
合
が
高

く
、
年
々
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、
小
学
校
よ
り
一
・

○
未
満
の
低
視
力
生
徒
の
割
合
が
高

平成3年度年齢別体格比較表
小　柄

身長　　　　　　　6歳女子

　　　　　　　　　8歳男子
　　　　　　　　　8歳女子
　　　県平均
　　　　　　　　　9歳男子
　ヤ濠義1、　　　　　　10歳男子
態童夢　　　　座高10歳女子
　・モ．1ジ

　　　　　　　　　11歳女子
　　　中里村平均
　　　　　　　　　14歳男子

　　　　　　　　　14歳女子

胸囲

図表◎

体重

　　9歳女子

　　12歳女子

　　13歳男子

　　13歳女子
座高

図表⑪小柄太り気味

　　　　　身長

体重H→6、

胸囲

11歳男子

図表⑤小柄やせ気味

　　　　　身長

座高蓼体重

月旬囲

平成4年2目10日広報躍”官と：3
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6歳　7歳　8歳　9歳10歳11歳12歳13歳14歳

0ず1’5

裸眼視力　　o・3未満

の状況
　　　　　O

0．7未満　　1．0未満　　　1．0以上
～O．3以上　～O．7以上

男

50

（％）

100

小

学

校

70．4

子．

索
．
．
「
“
吋

80．7

81．1

女

子

，嬉、‘よ♂

鵬＼12苓6
一π妙し

　臼＝’ン．‘．死’

萄β葦α 68．5

76．9

76．1

中

学

校

男

子
新潟県

一冗　』・“こ・

　　　　1悪 妻1：壇・　　　　　　　　63・7

60．O

全国 62．1

女

子

1中里村 44．1

新潟県

全国

’

羅鍵騰1 1懸iil1…1i｛191 52．9
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

54．5

く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
女
子
は
小

学
校
の
二
倍
近
く
に
ま
で
達
し
て
い

て
、
一
・
○
未
満
の
低
視
力
生
徒
が

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
○
・
三
未
満
の
低
視
力
生
徒
は
、

平
均
し
て
三
〇
響
近
く
に
、
ま
た
、

十
三
歳
で
は
三
六
響
に
も
な
り
、
県
・

全
国
平
均
を
は
る
か
に
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
小
学
校
男
女

中
学
校
女
子
は
県
・
全
国
よ
り
低
視

力
で
あ
り
、
今
後
よ
り
一
層
の
目
に

対
す
る
学
習
の
仕
方
や
遊
び
方
（
フ

ァ
ミ
コ
ン
）
な
ど
の
生
活
面
の
指
導

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

歯
フ
ッ
素
で
全
年
齢

しむ
　
　
　
と
も
少
な
い

　
　
　
　
　
　
　
り

　
永
久
歯
の
う
歯
罹
患
率
（
虫
歯
に

か
か
っ
て
い
る
率
）
を
学
年
別
に
み

て
み
ま
す
と
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
十

一
歳
児
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
（
上
図

表
⑤
⑥
参
照
）
ま
た
、
十
一
歳
児
で

は
処
置
完
了
歯
率
も
低
い
こ
と
か
ら
、

十
一
歳
児
の
歯
に
対
す
る
関
心
の
低

さ
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
罹
患
率
一
人
当
り
の
む
し
歯
本
数

は
、
す
べ
て
の
年
齢
の
男
子
女
子
で

県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
フ
ッ
素

洗
口
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
．

なぜ肥満が悪いのでしょう？痩ている鋤要はな；

いのですが肥満慶窪0％前後位の人が一番病気がな

く長生きしている人が多いのです。肥満度20驚以

上になると病気を持っている人が多く、また発病

率が高くなり、小児成人病の引き金になりまミす。

現在、全国どこでも同じ食べ物を食べれる時代

です。この飽食の時代、頭を使って選んで獲事をす

るよう努力しないと子どものうちから病気になる

源をつくってしまいます。掴々の舅体に禽った食

事と運動（生活）をしたいものです。食事作りのお

田さんは責任璽大ですが、腕のみせど＆るですね◎
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一
億
八
干
万
円
の

　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
を
可
決

　
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で

三
日
間
の
会
期
で
平
成
三
年
第
四
回

本
村
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
審
議

の
結
果
次
の
主
な
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

中
里
村
地
域
福
祉
基
金
条
例
の
制
定

　
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
地
域
に

お
け
る
保
健
福
祉
活
動
の
推
進
を
図

る
た
め
の
基
金
三
千
万
円
。

中
里
村
墓
地
条
例
の
制
定

　
荒
屋
地
内
に
完
成
し
た
墓
地
の
使

用
許
可
等
管
理
に
つ
い
て
の
条
例
。

平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
八
千
八
百

　　議会の動き

2月19～20日

　全員先進地視察（黒川村）

3月10日～

　平成4年第1回定例会

六
十
四
万
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
三
十
九
億
四
千
七
百
三
十
一
万

三
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
内
容
－
．
圏

一
億
三
千
七
百
八
十
万
円
・
財
政
調

整
基
金
、
減
債
基
金
、
建
設
基
金
、

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
、
環
境
整
備
基

、
金
な
ど
で
す
。
圃
国
圓
四
千
三
百
四

十
万
円
・
地
域
福
祉
基
金
積
立
金
な

ど
で
す
。
鳳
閣
圓
四
千
七
百
万
円
・

ご
み
処
理
施
設
建
設
負
担
金
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
負
担
金
な
ど
で
す
。
［
商
〕
国
圓

一
千
二
百
六
十
万
円
・
中
里
村
地
域

開
発
㈱
出
資
金
な
ど
で
す
。
［
国
困
圓

三
千
六
百
万
円
・
土
地
開
発
基
金
繰

出
金
な
ど
で
す
．

中
里
村
芋
沢
地
区
土
地
改
良
事
業
の

村
営
施
行
に
つ
い
て

　
芋
沢
地
区
農
村
地
域
農
業
構
造
改

善
事
業
に
伴
う
土
地
改
良
事
業
。

中
里
村
田
中
地
区
土
地
改
良
事
業
の

村
営
施
行
に
つ
い
て

　
田
中
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備
事

業
（
特
別
型
）
に
伴
う
土
地
改
良
事

業
．

村のルーツと
　　　　　　　　将来が…

一「マンガ中里村物語」3月末発刊一

　C　l戦略の一環として制作にあたっていた「マ

ンが中里村物語」がほぼ完成し￥現在印刷段階に

入り．三月末の発刊を侍つばかりとなっています。

　この「マンが中里村物語」は、主人公の小学生

がタイムマシンに乗って村の歴史を振り返ってみ

ると共に￥未来へもタイムスリッブするという設

定で描かれています。今大きく変わろうとしてい

る中里村の将釆はどんな村に描かれているのでし

ょうか。内容は見てのお楽しみです。

　村では三月末に全戸配布する予定です。

タイム・マシン！ノ

畢

欝
雛

．
鯵

〃
灘
、
硯

、
翻

こ
れ
は

タ
エ
テ
レ
ビ
と

へ
つ
て

り
ゑ
の
う
を

華謹

診
　
鴛
三

　
じ
ゃ
なそ

く
暴
の醍

へ
ー
）

な
ん
か

ワ
ク
ウ
ク

し
ま
す
ね

謄
．
象

や
る
気
と
ア
イ
デ
ィ
ア
で
勝
負

　
　
　
　
五
人
の
仲
間
で
農
事
組
合
法
人
「
ア
イ
デ
ィ
ア
ル
フ
ァ
ー
ム
」

　
有
機
微
生
物
農
法
に
よ
る
野
菜
の

生
産
と
加
工
販
売
を
主
に
、
倉
俣
地

区
の
農
業
青
年
が
、
農
事
組
合
法
人

「
ア
イ
デ
ィ
ア
ル
フ
ァ
ー
ム
」
（
出
資

金
百
万
円
、
経
営
面
積
十
四
診
）
を

設
立
し
、
本
格
的
な
加
工
期
間
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
甲
．
ち
’
『
．
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝この

り
営
業
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
こ
の
法

人
の
組
合
員
は
、
根
津
一
男
さ
ん
を

代
表
に
、
大
島
利
彦
・
大
島
実
・
鈴

木
吉
孝
・
鈴
木
良
一
さ
ん
の
五
人
の

中
核
的
農
業
青
年
た
ち
で
す
。
こ
の

法
人
の
事
業
内
容
は
、
有
機
微
生
物

　
　
　
　
き

野
菜
や
花
卉
の
販
売
と
、
高
品
質
な
，

野
菜
の
産
地
で
す
が
ど
う
し
て
も
出

る
規
格
外
品
を
無
駄
な
く
加
工
し
販

売
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
加
工
に
よ

り
、
気
象
等
の
変
化
に
伴
う
価
格
変

動
に
有
利
対
応
で
き
る
こ
と
や
、
農

閑
期
の
労
働
力
を
活
用
で
き
る
こ
と

な
ど
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
大
根
、
人
参
な
ど
の
野
菜
は
、
農

協
を
通
じ
市
場
へ
、
ま
た
、
ス
ー
パ

ー
や
旅
館
、
そ
れ
に
自
分
た
ち
が
つ

く
っ
た
直
販
所
へ
。
大
根
・
人
参
の
つ

ま
や
乱
切
り
の
カ
ッ
ト
野
菜
、
ス
テ

ー
キ
に
使
う
人
参
の
シ
ャ
ト
ー
カ
ッ

ト
な
ど
の
加
工
品
は
、
南
魚
沼
郡
の

ホ
テ
ル
や
旅
館
に
納
め
て
い
ま
す
。

　
「
昨
年
は
反
収
が
低
く
か
っ
た
の

で
反
収
を
上
げ
た
い
。
加
工
部
門
は

販
売
量
を
増
や
す
こ
と
と
、
加
工
品

目
を
広
げ
た
い
。
と
り
あ
え
ず
今
年

は
六
千
万
円
の
総
売
上
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
経
営
が
楽
に
な
る
に
は

一
億
円
を
目
指
し
た
い
」
。
と
、
設
立

し
た
ば
か
り
の
小
さ
な
農
事
組
合
法

人
で
す
が
、
志
は
大
き
く
地
区
や
関

係
者
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
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し

　
　
　
　
　
　
重
地
若
獅
子
会
都
会
女
性
と
交
流

「全員集合」とっても楽しそうです

　
重
地
の
若

獅
子
会
（
代

表
滝
沢
浩
平

さ
ん
会
員
＋

四
名
）
で
は
、

小
正
月
に
か

け
て
都
会
の

独
身
女
性
を

招
き
交
流
を

深
め
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
、

一
昨
年
前
の

小
正
月
に
同
集
落
の
若
い
衆
の
会
が

「
お
嫁
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ほ
ん
や

ら
洞
交
流
会
」
を
開
い
た
の
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
こ
の
若
い
衆
の
中
か

ら
更
に
若
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
活

気
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と

行
っ
た
も
の
で
す
。

　
十
四
日
は
あ
い
に
く
の
小
雪
に
よ

り
、
ほ
ん
や
ら
洞
が
造
れ
な
い
た
め
、

会
場
を
重
地
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
に

移
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
が
一
品

料
理
を
持
ち
よ
り
設
営
、
自
己
紹
介

に
続
い
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
宝
ク
ジ

ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
夜
遅
く

ま
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で
の

ス
キ
i
交
流
に
、
女
性
も
な
か
な
か

の
滑
り
で
十
分
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
性
は
、
神
奈
川
県
の

職
場
仲
間
の
三
人
と
地
元
の
三
人
で

し
た
。
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
言
う
女
性
た
ち
に
「
ま
た
来
年
も
」

と
再
会
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

雪
国
の
地
域
を
愛
す
る
青
年
の
熱
い

思
い
が
き
っ
と
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
同
会
で
は
、
募
集
の
方
法
な
ど
を

変
え
、
来
年
も
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

だ
ん
ご
飾
っ
て
健
康
祈
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
保
育
所
で
「
作
飾
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
年
と
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
祈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
と
南
保
育
所
（
児
童
六
十
五
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
、

κγρ〆・●’ ㌦帰・ρY・’
一
一
一

一

一

一
．

一一

一

翻瞭

蹴
蝉

ー
　
伝
統
の
小
正
月
行
事
の
作
飾
り

（
だ
ん
ご
飾
り
）
に
全
員
で
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
十
三
日
、
職
員
た
ち
が
粉
を
こ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
子
ど
も
た
ち
が
マ
メ
に
育
つ
よ

　
　
　
　
　
あ
ず
き

う
に
と
豆
や
小
豆
、
大
根
や
ニ
ン
ジ

ン
、
ナ
ス
な
ど
の
野
菜
の
形
を
作
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
蒸
し
て
い
る
う

ち
に
だ
ん
だ
ん
形
が
く
ず
れ
て
き
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ホ
ー
ル
に
立
て
ら
れ
た
、
だ
ん
ご

っ
木
（
ミ
ズ
木
）
の
小
枝
に
子
ど
も

た
ち
が
、
木
が
た
わ
わ
に
な
る
ま
で

い
っ
ぱ
い
に
飾
り
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
今
年
も
す
こ
や
か
な
成
長

と
豊
作
は
間
違
い
な
し
で
し
ょ
う
。

守
り
続
け
た
い
雪
国
の
伝
統
行
事
で

す
。

手にくっついてたいへんでした

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
三
年
度
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

リ
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ロ

…
　
先
鷹
癒
翻
載
進
第
蓬
十
慧
團
簗
成
蓋
無
度
読
書
感
想
叢
調
ン
耀
；
欝
燃
辮
…
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㎜
魚
沼
筆
圏
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繭
教
薄
振
興
会
塞
催
）
認
、
幽
璽
欝
か
墜
は
譲
の
鑑
縫
懸
熟
鍵
験
…
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諜
じ
蓬
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・
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り

…
最
優
秀
作
罷
鞠
と
べ
な
購
霜
鐸
搬
』
を
読
灘
鐙
　
涌
欝
継
藩
醗
灘
懲
羅
　
　
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢
巻
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

｝
優
秀
作
扇

い
…
　
　
潔

り
…
　
　
劃

い
…
　
　
鯉

い

皿
入
選
作
品

一
噂

　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　〇　　　　　　　顧　　　　　　　甲　　　　　　　甲　　　　　　騨　　　　　　｝　　　　　　騨　　　　　　り　　　　　卿　　　　　り　　　　　噂　　　　甲　　　　卿　　　　｝　　　　四　　　｝　　　胃　　　甲　　一　　甲　　【　噂　一　り
卿

ノソノソ潔鍵ソソノソガノ鍵

笥
と
強
げ
認
あ
っ
た
お
と
電
の
こ
憾
井
懸
陽
拳
盆
沢
獅
趨

鞠
金
色
の
裂
望
置
を
読
湘
驚
　
　
鈴
本
　
憲
霧
撰
麟
瀦

鞠
自
然
と
私
」
　
　
　
　
　
　
渡
辺
璽
美
禽
遊
幽
雛
鑑

舗
藝
ン
パ
ン
婁
－
神
窃
櫛
ん
の
圏
記
臨
　
大
鶴
墓
罷
霧
盆
沢
懲
纏

熟
ガ
舶
ぱ
つ
た
ね
、
ま
め
太
く
幽
陰
幽
圏
税
書
禽
蓮
幽
崩
＆

繭
た
敏
と
湘
ぽ
あ
り
が
と
う
壌

笥
霊
色
の
禦
望
翌

『
ぬ
鞍
ま
凝
た
塞
物
』

笥
か
あ
さ
痴
は
看
護
婦
さ
茄
膿

繍
ぽ
護
建
い
じ
ょ
う
麟
だ
よ
巳

鞠
か
あ
さ
ん
は
看
護
婦
さ
ん
」

笥
象
の
い
な
い
動
糊
園
」

藤
圃
　
愛
貧
野
嫌
趨

鷺
沢
き
よ
み
総
灘
醸
聯
灘

巻
楽
寛
藩
貧
野
溺
諺

溝
沢
　
歩
憲
撰
幽
＠

幽
本
糞
罵
翁
津
嫉
壌
醒

井
ノ
趨
武
鍵
瓜
囲
沢
懲
癬
》

幽
圏
　
豪
霧
津
醸
麟
6
）

…
最
優
秀
作
翻
健
選
ぼ
れ
た
覇
と
ぺ
な
い
ホ
タ
ル
巳
を
紹
介
し
ま
尊
。
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最
優
秀
作
品

　
　
　
「
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」
を
読
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
小
学
校
涌
井
鮎
子

　
「
こ
の
「
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」
の

話
っ
て
￥
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
こ
ん
虫
記

と
同
じ
よ
う
な
お
話
か
な
。
」

わ
た
し
は
、
そ
ん
な
気
も
ち
で
読
み

始
め
ま
し
た
。
で
も
、
読
ん
で
い
く

う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
￥
わ
た
し
の
考

え
は
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
い
る
ホ
タ
ル
の
中
で
た

つ
た
一
ぴ
き
だ
け
生
ま
れ
て
し
ま
つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　輪　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　幡　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　白　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　価　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　白　　　　　　　　一　　　　　　　畠　　　　　　　一　　　　　　　の　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　尊　　　一　　　冒　　　一　　一　　一　　一　－　噂　一　層
一一一

た
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
。

「
ど
う
し
て
一
ぴ
き
だ
け
と
べ
な
い

ん
だ
ろ
う
。
」

ち
ゃ
ん
と
六
本
足
が
あ
る
し
、
お
し

り
の
光
だ
っ
て
ち
ゃ
ん
と
光
り
ま
す
。

な
の
に
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
だ
け
は
や

け
ど
を
し
た
よ
う
に
、
黒
い
羽
が
ち

ぢ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
と

ぼ
う
と
が
ん
ば
る
ホ
タ
ル
。
わ
た
し

6



麟

蕊
，
’

難
群

砂遊びのつもりです「ソリ」乗りを一緒に楽しむ両村の児童生徒

寒
ひ
雪
国
で
温
か
ひ
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
沖
縄
の
小
中
学
生
と
「
な
か
さ
と
」
交
流

　
「
よ
う
こ
そ
雪
国
へ
」
　
　
。
村

の
呼
び
名
が
同
じ
こ
と
か
ら
、
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
さ
と

を
進
め
て
い
る
南
国
の
沖
縄
県
仲
里

そ
ん村
の
小
中
学
生
が
、
十
四
日
か
ら
十

六
日
か
け
て
当
村
に
交
流
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
広
報

紙
の
交
換
を
し
た
こ
と
か
ら
で
す
が
、

昨
年
十
月
に
は
当
村
か
ら
仲
里
村
へ

交
流
に
行
き
今
回
は
沖
縄
か
ら
交
流

に
来
た
と
い
う
こ
と
で
「
第
二
回
な

か
さ
と
交
流
会
」
と
な
り
ま
す
。

　
今
冬
は
異
常
な
暖
冬
で
雪
不
足
で

し
た
が
、
小
学
五
年
生
十
二
人
、
中

学
二
年
生
九
人
、
そ
れ
に
教
育
関
係

者
七
人
の
計
二
十
八
人
を
歓
迎
す
る

か
の
よ
う
に
十
四
日
朝
か
ら
雪
と
な

り
、
一
面
の
銀
世
界
で
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
十
二

峠
で
初
め
て
見
る
雪
や
雪
景
色
に
「
ワ

ー
き
れ
い
、
こ
ん
な
に
沢
山
」
「
ス
ゴ

ー
イ
、
自
然
の
芸
術
だ
〃
」
と
感
動

し
、
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
各
小
学
校
と
中
里
中
学
校
へ
交

流
の
た
め
訪
問
し
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
か
ら
は
役
場
議
場
で
歓

迎
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産

品
が
お
土
産
と
し
て
交
換
さ
れ
ま
し

た
。
山
本
村
長
は
「
普
段
の
姿
で
こ

れ
か
ら
も
長
く
お
付
き
合
い
願
い
た

い
。
元
気
よ
く
こ
の
中
里
村
を
は
し

ゃ
ぎ
ま
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」
。
と
歓
迎

し
ま
し
た
。

　
夜
は
同
じ
学
年
の
生
徒
の
家
庭
へ

そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
雪
国

の
伝
統
行
事
「
鳥
追
い
」
に
参
加
。

そ
し
て
、
ほ
ん
や
ら
洞
の
中
で
食
べ

　
も
ち
た
餅
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
味
は
ま

た
格
別
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
シ
ル
キ
ー
ス
ノ
ー
で
目
が
開
け
ら

　
　
　
　
　
　
ま
ぶ

れ
な
い
ほ
ど
の
眩
し
さ
に
な
っ
た
十

五
日
は
、
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場

で
、
「
ソ
リ
」
や
「
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
」

乗
り
と
か
、
建
設
業
者
か
ら
作
っ
て

も
ら
っ
た
雪
の
迷
路
に
、
ま
た
、
か

ん
じ
き
を
履
い
て
の
雪
中
歩
行
に
挑

戦
。
午
後
か
ら
は
、
リ
フ
ト
に
乗
車

し
越
後
の
山
々
を
眺
望
し
た
り
、
ス

キ
ー
に
悪
戦
苦
闘
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
先
徒
や
学
校
関
係
者
が
親
切
に
教

え
、
お
互
い
に
打
ち
解
け
て
友
情
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
の
仲
里
村
の
皆
様
、
十
分
雪

国
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
　
　
。
当
村
か
ら
は
七
月

に
、
三
回
目
の
両
村
の
交
流
と
し
て

沖
縄
へ
訪
問
す
る
計
画
で
す
。

は
￥
今
ま
で
こ
の
ホ
タ
ル
み
た
い
に

何
か
で
き
な
い
こ
と
を
．
と
こ
と
ん

ま
で
が
ん
ば
っ
て
み
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
い
つ
も
と
中
で
泣
い
た
り

し
て
、
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
い

ま
す
。
「
ホ
タ
ル
が
ん
ぱ
れ
．
が
ん
ば
れ
。
」

い
つ
の
間
に
か
お
う
え
ん
を
し
て
い

ま
し
た
。

「
ほ
ら
も
っ
と
羽
を
ピ
ン
と
は
っ
て

ご
ら
ん
。
」

「
お
な
か
に
ぐ
っ
と
力
を
い
れ
て
ご

ら
ん
。
」

な
か
ま
た
ち
も
一
生
け
ん
め
い
教
え

て
あ
げ
た
り
￥
は
げ
ま
し
て
あ
げ
た

り
し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
￥
み
ん
な
が
こ
ま
っ
て

い
た
り
し
て
も
し
ら
ん
ぷ
り
を
し
て

い
ま
す
。
で
も
わ
た
し
の
ク
ラ
ス
の

友
だ
ち
は
￥
泣
い
た
り
し
て
い
る
と
、

す
ぐ
と
ん
で
き
て
な
ぐ
さ
め
て
く
れ

ま
す
。
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
の
仲
間
た

ち
と
同
じ
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
に

は
げ
ま
し
て
も
ら
う
た
び
に
こ
ん
な

い
い
友
だ
ち
が
い
て
く
れ
て
う
れ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ホ
タ
ル
も
￥

と
べ
な
い
こ
と
は
悲
し
い
け
れ
ど
一

生
け
ん
め
い
お
う
え
ん
し
て
く
れ
る

仲
間
が
い
て
く
れ
た
の
で
き
つ
と
が

ん
ば
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
　
ホ
タ
ル
と
り
に
き
た
子
ど
も
た
ち

が
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
に
と
べ
な
い
ホ
タ
ル

が
と
ま
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
場

面
で
￥
「
ど
う
し
よ
う
。
つ
か
ま
つ
ち
ゃ
う

よ
。
」

と
わ
た
し
は
、
心
の
中
で
何
回
も
何

回
も
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
だ
け
ど
ぺ

ー
ジ
を
め
く
っ
た
ら
．
あ
っ
と
さ
け

び
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
が
つ
か
ま
り
そ

う
に
な
っ
た
と
き
、
仲
間
の
ホ
タ
ル

が
わ
ざ
と
子
ど
も
た
ち
の
前
に
と
び

だ
し
て
き
て
、
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
の

み
が
わ
り
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
そ

し
て
￥
み
が
わ
り
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
の
が
￥
つ
か
ま
っ
た
ホ
タ
ル
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
仲
間
の
ホ
タ
ル
み
ん
な

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
￥
わ
た
し

は
友
だ
ち
の
こ
と
を
思
っ
て
あ
げ
ら

れ
る
こ
の
ホ
タ
ル
た
ち
の
す
ば
ら
し

さ
に
￥
な
み
だ
を
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
わ
た
し
は
こ
の
本
を
よ
ん
で
．
友

だ
ち
っ
て
い
う
の
は
、
こ
ま
っ
て
い

る
と
き
は
、
た
す
け
合
っ
た
り
￥
は

げ
ま
し
て
あ
げ
た
り
し
て
￥
自
分
の

こ
と
よ
り
も
あ
い
て
の
こ
と
を
先
に

考
え
て
あ
げ
る
も
の
な
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、
こ
ん
ど
か

ら
こ
の
ホ
タ
ル
た
ち
み
た
い
に
￥
友

だ
ち
の
こ
と
を
考
え
て
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

肥

つ
二
、
・
、

％
　
　
仲

9　
　
　
亀

　
　
　
も

　
　
　
の

　
　
　
の

“
　
　
　
　
0

3
3
一
一
う
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平成4年度転作面積

23ha（14％）緩和

　
平
成
四
年
度
の
水
田
農
業
確

立
後
期
対
策
目
標
面
積
（
転
作

等
面
積
）
が
、
約
一
四
幹
緩
和

さ
れ
、
県
か
ら
配
分
さ
れ
ま
し

た
。　
こ
れ
は
、
昨
年
の
長
雨
と
台

風
等
の
影
響
で
全
国
作
況
指
数

が
九
五
と
下
が
っ
た
た
め
平
成

四
年
度
に
限
り
緩
和
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
結
果
各
農
家
の

保
有
米
世
帯
構
成
人
員
や
田
の

移
動
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

単
純
に
は
昨
年
二
一
・
五
三
響

だ
っ
た
均
等
配
分
転
作
率
が
、

一
四
幹
程
度
に
少
な
く
な
り
ま

す
。　
各
農
家
へ
の
配
分
面
積
の
通

知
は
二
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

年
度

転
作
目
標
面
積

繭
集
銘

平
成
三

　
　
　
　
㎏

一
六
〇
・
五
一

平
成
四

一
三
七
壬
＝

△
二
三
土
○
㎞

△
一
四
・
五
％

あ
な
た
の
心
に
灯
し
ま
す

幸
せ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
7
、
5
8
0
本
。

2
日
間
。

カー二川1

里村

籟
顯
鱗
臓
灘
欄
難
灘
難
灘
嬢
繍
霧
鐵
灘
灘
雛
徽
灘
難
麟
雛
禰
難
鐵
鍵
難
鍵
鱒
灘
彌
盤
璽
繭
難
撒
灘
難

村
・
県
民
税

　
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
、

皆
さ
ん
に
村
・
県
民
税
申
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
申
告
し
て
い
た
だ

い
た
所
得
（
平
成
三
年
中
の
所

得
）
を
基
に
、
村
が
税
金
を
計

算
し
後
日
通
知
書
を
送
付
し
納

税
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
．

　
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
平
成
四
年
一
月
一
日
現

在
中
里
村
に
住
ん
で
い
て
、
平

成
三
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

で
す
。
所
得
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
人
に
対
し
て
、
今
月
中
旬
に

申
告
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で

必
要
事
項
を
記
入
の
上
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
捺
印
す
る
こ
と
と
、
世

帯
構
成
の
記
入
を
忘
れ
ず
に
お

願
い
し
ま
す
．

　
生
命
保
険
損
害
保
険
料
控
除

等
を
受
け
る
人
は
支
払
い
額
の

証
明
書
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
つ
ぎ
の
人
は
申
告
書

を
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
務
処

理
上
必
要
で
す
の
で
捺
印
の
上

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
給
与
所
得
の
み
の
人

②
公
的
年
金
等
の
所
得
だ
け
の

　
人
③
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

　
出
し
た
人
。

④
所
得
が
な
い
人
（
所
得
が
な

　
い
旨
を
記
入
く
だ
さ
い
。
）

所
得
税
（
確
定
申
告
）

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が

所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
算
出

し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と
っ
て
い
ま
す
。
次
に
該
当

す
る
よ
う
な
人
は
、
三
月
十
六

日
ま
で
に
申
告
と
納
税
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
．

一
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が

　
あ
る
人

　
事
業
所
得
（
商
業
、
工
業
、

　
農
業
、
医
業
、
漁
業
等
の
所

　
得
）
や
不
動
産
所
得
（
地
代
、

　
家
賃
等
の
所
得
）
な
ど
が
あ

　
る
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
．

二
、
一
般
の
人
の
場
合

　
平
成
三
年
中
の
各
種
の
所
得

　
金
額
の
合
計
か
ら
基
礎
控

　
除
、
そ
の
他
の
所
得
控
除
の

　
合
計
額
を
差
引
き
計
算
し
た

　
税
額
が
、
配
当
控
除
額
よ
り

　
も
多
い
人
は
申
告
し
な
け
れ

　
ば
な
り
ま
せ
ん
．

＝
一
、
給
与
所
得
が
あ
る
人

　
給
与
所
得
者
は
、
通
常
勤
務

　
先
の
年
未
調
整
で
税
金
の
精

∫
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乙

　
　
　
痢

　
　
付

　
　
窒
数

害
藪

ヴ
イ
・
リ
ゾ
ー
ト
中
里

」【じ

，

　
算
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
確

　
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
給
与
所

　
得
者
で
も
次
の
よ
う
な
人
は
、

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

　
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
の
年
間
収
入
が
一
千
五

　
百
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
を
一
ヵ
所
か
ら
受
け
て

　
い
る
人
で
、
給
与
所
得
や
退

　
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計

村・県民税、所得税相談日程

　
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
受

　
け
て
い
る
人
で
、
年
未
調
整

　
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収

　
入
金
額
と
、
給
与
所
得
や
退

　
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計

　
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

④
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親

　
族
な
ど
で
、
そ
の
会
社
か
ら

　
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利

　
子
、
店
舗
・
工
場
の
賃
貸
料

　
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い

　
る
人

⑤
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、

　
住
民
取
得
㈱
特
別
控
除
な
ど

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

お
問
い
合
わ
せ

【
村
・
県
民
税
】

税
務
課
費
六
一
一
＝
一
二
二

【
所
得
税
】

十
日
町
税
務
署
智
五
三
－
＝
二
八
一

期　日 会　　　　　　場 時　　間

2月14欝総役　　場（全集落） 9：30～16二〇〇

2月18日㈹宮中集落開発センター 9：00～11：30

2月憩日㈱堀之内集落開発センター 9：00～16二〇〇

2月2銀㈱ 重地構造改善センター 9二〇〇～11：00

露月25田㈹ 役　　場（全集落） 9二30～16二〇〇

2月2β臼㈱ 倉俣集落開発センター 9二30～16二〇〇

2月28厨㈱役　場（罫媚炎鍵） 9二30～16：00

3月2日㈲
高道山集落開発センター 9：00～11二〇〇

市之越農作業準備休養施設 13：30～16二〇〇

3月4日㈱ 役　場（籍礁腸儲り山・） 9二〇〇～16：00

3月5田㈱ 役　　場（上山、田中、山崎、荒屋） 9二〇〇～16：00

3潟翁日㈱
土倉分校 10二〇〇～11：30

倉下克雪センター 13：30～15二〇〇

3月憩圃㈹
田代生活改善センター 9二30～11：30

清田山集会センター 13二30～16：00

3搬2厨㈱
東田尻集落開発センター 9：30～11二30

小出生活改善センター 13：30～16二〇〇

奮鶏3田鱒役　　場（全集落） 9二〇〇～16二〇〇

※
で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
相
談
日
に
お
い

　
　
　
　
　
　

　
で
く
だ
さ
い
．

※
2
月
1
4
日
は
給
与
と
年
金
所
得
受
給
者
の

　
相
談
日
で
す
。
給
与
と
年
金
の
所
得
が
あ

　
る
方
は
お
い
で
下
さ
い
。

※
土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
は

　
2
月
2
5
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
申
告
日
を
指
定
さ
れ
た
人
は
で
き
る
だ
け

　
そ
の
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　の
訂正　1月号P9．新春特集『夢』中、清滝昌麺くんを昌迫に

　　訂正しおわびします。平成4年2月10日広報躍”宣と：9
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須
四
、

　　囑墜i灘’　蕊清滝清美さん

秋に￥大きなくりをたくさんひ

ろった時の版画です。一番むずか

しかったところはまわりで、丸く

ほっていきました。うまくできた

ところは木の枝です。むずかしか

ったけど、とてもよくできました。

欝誉姦箏館鳥敷）⑫

　光太郎くんは人見知りしません。

よそに行ってもだれとでもすぐ仲

良しになります。きっと人の出入

りの多い家で育ったせいかも知れ

ません。

　お父さんの仕事は大工さんです。

光太郎くんはお父さんの働く姿を

見ながら、おもちゃのかなづちで

大工さんのまねをして遊んでいま

す。

災
害
の
な
い
村
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
消
防
団
出
初
め
式

　
中
里
村
の
消
防
団
に
よ
る
恒
例
の
出
初

め
式
が
六
日
午
前
十
時
か
ら
、
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
消
防
団
長
が
「
三
百
六
十

五
日
災
害
の
無
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
。

と
、
ま
た
、
、
村
長
が
「
日
ご
ろ
地
域
の
防

災
の
た
め
に
皆
さ
ん
が
努
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
感
謝
し
ま

す
」
。
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
本
部
分
団
や
班
長
以
上
の
団

員
と
消
防
長
や
広
域
組
合
担
当
議
員
な
ど

関
係
者
約
六
十
人
は
、
無
災
害
の
誓
い
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
村
内
で
発
生
し
た
火
災
は
、
山
火

事
一
件
、
車
二
件
で
一
昨
年
の
五
件
に
比

べ
て
減
少
し
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

あいさつする樋口消防団長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
り

公
民
館
ロ
ビ
ー
に
昔
懐
か
し
い
囲
炉
裡

（
ジ
ロ
）
力
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唆座る場所が決まって㌧

暖
か
な
い
ろ
り
が
出
現

　
こ
れ
は
皆
さ
ん
か
ら
正
月
ら
し
さ
を
感

じ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
ま
た
、
沖
縄
の
仲

里
村
の
方
々
が
当
村
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す

る
の
を
温
か
く
迎
え
よ
う
と
干
溝
の
収
蔵

庫
に
保
管
し
て
い
た
も
の
を
展
示
し
た
も

の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ

　
火
棚
（
物
の
乾
燥
に
用
い
る
）
、
自
在
鉤

（
鍋
を
下
げ
て
煮
沸
に
用
い
る
）
が
あ
り
、

左
勝
手
、
右
勝
手
の
別
が
あ
り
ま
す
が
、

家
長
が
座
る
ヨ
コ
ザ
、
客
が
座
る
キ
ャ
ク

ザ
、
主
婦
が
座
る
カ
カ
ザ
と
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　
懐
か
し
さ
と
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
囲

炉
裡
で
す
．

　、難　’鹸．一．　　　　わたしの

論和子さんと

　
　
　
　
　
う
し
ぶ
か

熊
本
県
牛
深
市

　
北
九
州
か
ら
縦
断
し
た
所
に

熊
本
県
の
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立

公
園
が
広
が
り
ま
す
。
そ
こ
か

ら
南
西
へ
行
っ
た
所
に
位
置
す

る
雲
仙
天
草
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
天
草
と
い
う
島
の

牛
深
市
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

　
牛
深
市
で
は
や
は
り
漁
業
が

生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
水
産
加

工
所
や
真
珠
の
養
殖
が
さ
か
ん

に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
守
土

半
島
と
上
島
を
結
ぶ
天
草
五
橋
・

か
ら
眺
め
る
小
さ
な
島
々
、
そ

の
囲
り
を
ゆ
っ
く
り
と
行
き
通

う
漁
船
や
深
く
青
い
海
。
ス
ケ

ッ
チ
が
好
き
な
方
な
ら
す
ぐ
に

手
が
動
い
て
し
ま
う
の
で
は
と

思
う
く
ら
い
に
自
然
が
豊
か
で

し
魔
　
今
で
は
対
照
的
な
中
里
村
に

暮
ら
し
て
み
て
、
四
季
の
変
化

に
富
む
こ
の
環
境
は
子
供
の
感

性
を
伸
ば
せ
る
最
良
の
地
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

聴岡県
佐賀県
　　　　　　大分県

s

蝦灘

0　
　
　
県
　
市

　
　
　
麟
深

　
　
ノ
牛
ノ～
鹿児島県



伝
統
の
手
機
い
つ
ま
で
も

村
内
で
も
、
珍
し
く
な
っ
た
手
機
（
手

足
で
織
る
は
た
）
を
、
せ
っ
せ
と
織
っ
て

い
る
山
田
キ
ク
ヱ
さ
ん
（
清
田
山
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
そ
う
で
す
ね
エ
ー
昔
は
十
反
か
ら
十

二
反
位
一
冬
に
織
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

ど
の
位
織
れ
る
か
な
。
九
反
分
の
糸
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
が
…
。
長
い
冬
の
遊
び

仕
事
（
趣
味
）
と
し
て
織
っ
て
い
る
ん
で

す
。
糸
く
ず
を
使
っ
て
い
る
の
で
柄
が
そ

ろ
わ
な
く
売
り
物
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

家
族
や
孫
の
ハ
ン
チ
ョ
な
ど
を
つ
く
っ
て

あ
げ
て
い
ま
す
」
。
と
話
し
な
が
ら
カ
シ
ャ
、

カ
シ
ャ
、
ト
ン
ト
ン
と
リ
ズ
ム
良
く
織
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
ば
あ
さ
ん
の

宝
物
の
何
十
反
も
の
反
物
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

別
の
室
で
は
嫁
さ
ん
が
、
出
機
の
自
動

織
機
で
一
生
懸
命
織
っ
て
い
ま
し
た
。
大

切
に
し
た
い
雪
国
の
伝
統
産
業
で
す
。

　
　
　
は
く

※
一
反
ー
布
白
巾
の
大
き
さ
の
単
位
で
成
人

一
人
前
の
衣
料
に
相
当
す
る
分
量
。
約
十

二
㌶
．

「私の道楽です」と楽しそうに機を織る山田キクヱさん

1日に千トンのさとうきびが製造される（久米島製糖工場）

　　　　　　　　　　　　　　
沌縄県　，、園

　　　　　益ガ　認　　竃閥

　　　　糊里村発。

　中里村の皆様こんにちは。沖縄は只今砂糖の原料であるさとう

きびめ収穫期に入っております。収穫は擁月から4月までの年1

回行われます。沖縄も30年ほど前までは中里村と同じようにほと

んどが稲作でしたが、現在では本村においても田んぼは一つもな

くキビ作が主体となっています。

　さとうきびの収穫は機械化が難しく今でも多くは手作業で行わ

れ、この時期には暑供からお年寄りまで畑に駆り出され大変にぎ

やかになります。刈り取られたキビはダンブで島に一つある製糖

工場に搬入され分蜜糖に製造されます。

　生産農家（兼業を含む）は800戸で、仲里村の生産高は昨年の干

ぱつや相次ぐ台風の被害により大幅な減産となり、一戸平均生産

量は絢72tが予想され、農家取弓価格は4t当たり20，490円とな

っています。

　仲里村の主産業は農業、水産業、観光産業、伝統工芸産業です。

特産品は久米島細、車えび、酒、本士向け野菜などがあります。

1年間の平均気温は23度で、観光者数は年間9万人程度で海を利

用する夏場型観光となっています。今後の産業の推移としては通

年型観光産業に大きな期待がもたれています。

　　どんな家庭なんでしょうか？

り私は十日町のヤナギ自動車㈱に勤め朝早く￥夜

は残業で帰る時間が不規則になりがちです。妻も

十日町の㈱ミートコンパニオンという肉を加工す

る会社に勤めています。祖父は農業に￥祖田は子

守りと普通の家庭です。

　　特別な家庭行事は？

匪國正月の初もうでは￥元日の朝5時に起きて家

族全員で行くことにしているくらいかな。り昨年

は香里が小さかったので「マリンピア日本海」し

か行かれなかったけど、今年は上野の動物園なん

かいいと思っています。それからキャンブも。

　　子育てのモットーは？

匪田かわいい孫ですので元気で素直ないい子に育

ってもらいたい。ワ香里は出産のとき新潟市民病

院新生児センターに入らなければならなかったほ

どで、奇跡的に助かったので健康であればそれで

いいです。◎ころころ遊ぶ香里ちゃんがとても印

象的でした。

　
　
　
ノ

郵
菰
．

￥

　
●
￥

　
　
　
　
￥

O
・

⑱
（小原）

ヨ　業II貝り　　　　あきと

　正子　　　明人（4歳）くん

繁雄さん誉些（1歳）ちゃん

シズ子

平成4年2月10日広報躍”宣と：11
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謬

〔村覗享長女〕東田沢

〔齋喜覧辱男〕倉俣

〔保覆佐孝長男〕宮中

〔山田讐合誌女〕清田山

〔樋噛美墾女〕桂

〔上魔畢長女〕通り山

〔樋疇墾女〕宮中

〔村蟻．畢長女〕東田沢

灘
灘
凧

　
　
嚢

　
　
　
　
「

　
　
　
　
介
恵
浩
里

こ
子
　
　
　
　
き
稀
　
こ
子
　
か
可
　
よ
代

　
　
る

な
奈
た
渉
　
　
　
か
佳

　
　
わ

か
可
　
　
　
　
伽
大
　
ゆ
有
　
縛
瑞
　
㎡
和

美
羅

あ
愛
　
さ
沙

｛小柳新ノ
宮澤理
｛吉樂
岡崎絵

　
ヤ
　
　
　

躍
漉

　
　
七
一

　
　
佐
隆

　
　
村
喜

　
　
岡
齋

※掲載を希望しない方は届け出の

　際に申し出てください。

●
あ
な
た
も
ア
マ
チ
ュ
ア

　
　
無
線
を
始
め
ま
せ
ん
か

　
未
知
へ
の
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ
、

そ
れ
に
は
ま
ず
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
±
の
資
格
を
と
る
こ
と
で
す
。

資
格
取
得
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ

り
、
そ
の
一
つ
は
国
家
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
「
社

団
法
人
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連

盟
」
が
郵
政
省
認
可
の
も
と
に
行

っ
て
い
る
「
養
成
課
程
講
習
会
」

を
受
講
し
、
終
了
試
験
に
合
格
す

る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
「
養
成
課
程
講
習
会
」
が
十

日
町
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
初
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の

資
格
は
そ
ん
な
に
難
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技

±
の
資
格
を
取
得
し
て
沢
山
の
仲

間
と
交
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
、
講
習
会
名

　
　
第
4
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技

　
　
士
養
成
課
程
（
講
習
会
）

二
、
養
成
人
員
　
50
名

＝
一
、
期
間
　
3
月
1
5
日
～
2
3
日
ま

　
　
で
、
日
曜
日
及
び
平
日
夜
間

四
、
会
場
　
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町

五
、
受
講
料

　
　
1
9
、
0
0
0
円
　
教
材
費

　
　
及
び
無
線
従
事
者
免
許
申
請

　
　
料
1
、
0
0
0
円
を
含
む

六
、
開
催
者
及
び
受
付

　
　
社
団
法
人
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア

　
　
無
線
連
盟
信
越
地
方
事
務
局

七
、
問
い
合
わ
せ
先

　
　
中
里
村
役
場
ア
マ
チ
ュ
ア
無

　
　
線
ク
ラ
ブ
（
J
H
β
Y
R
l
）

　
　
役
場
建
設
課
内
　
村
山

　
　
自
宅
上
山
a
6
3
－
2
0
6
7

●
平
成
4
年
度
十
日
町

　
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員

■
活
動
内
容
　
紙
工
作
・
木
工
作
・

　
電
気
工
作
な
ど
の
基
礎
工
作
発

【
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
品
】

食
事
中
家
族
の
だ
ん
ら
ん
楽
し
い
時
間

明
工
夫
作
品

■
対
象
学
年
　
小
学
校
3
年
以

上
、
中
学
生
　
6
0
人

■
活
動
場
所
　
十
日
町
市
立
十
日

町
中
学
校
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

■
活
動
回
数
　
4
月
～
1
2
月
ま
で

約
2
2
回
　
土
曜
日
の
午
後
か
日

曜
日
の
午
後

■
経
費
　
教
材
費
と
障
害
保
険
料

　
で
3
、
0
0
0
円

■
申
込
　
3
月
21
日
ω
ま
で
に
各

学
校
の
担
任
へ
。
3
月
7
日
こ

ろ
ま
で
に
申
し
込
み
書
を
届
け

て
お
き
ま
す
。

●
第
4
3
回
十
目
町
雪
ま
つ
り

　
　
　
（
平
成
4
年
2
月
1
4
日
～
1
6
日
）

雪
だ
る
ま
大
作
戦

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

　
　
ふ
れ
あ
い
雪
だ
る
ま
Ω
屠

　
雪
だ
る
ま
の
大
行
進

　
　
一
万
個
に
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
〃
」

　
今
年
も
ふ
れ
あ
い
雪
だ
る
ま
づ

く
り
に
「
雪
ま
つ
り
」
の
玄
関
口

と
し
て
、
中
里
村
の
皆
さ
ん
か
ら

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
雪
だ
る
ま
は
、
2
月
1
4

日
㈹
の
夜
ま
で
に
完
成
し
て
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

◆
完
成
し
た
雪
だ
る
ま
1
個
に
1

　
本
、
旗
を
さ
し
て
お
い
て
く
だ
さ

　
い
。
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
雪
だ
る
ま
抽
選
会

　
旗
に
番
号
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
2
月
1
6
日
㈲
に
抽
選
を
行
い
、

　
当
選
番
号
は
十
日
町
本
町
ク
ロ

　
ス
ー
0
な
ど
に
掲
示
い
た
し
ま
す
。

◆
写
真
に
よ
る
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト

　
皆
さ
ん
の
作
っ
た
雪
だ
る
ま
を

　
写
真
に
撮
っ
て
十
日
町
市
役

　
所
・
商
工
観
光
課
「
〒
圏
十
日

　
町
千
歳
町
）
に
2
月
2
9
日
ま
で

　
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
入
賞
者

　
に
は
、
連
絡
し
賞
品
を
さ
し
あ

　
げ
ま
す
。

，
十
日
町
本
町
6
－
ー
ク
ロ
ス
ー
0
4
F

十
日
町
雪
ま
つ
り
事
務
局
盈
57
－
3
3
4
5

●
手
話
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

　
私
た
ち
「
な
か
さ
と
手
話
サ
ー

ク
ル
」
は
第
二
・
第
四
月
曜
日
、

夜
七
時
半
か
ら
九
時
ま
で
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
幼
児
か

ら
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

主
婦
な
ど
二
十
五
名
で
、
指
文
字
、

手
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。
口
が
き

け
な
い
、
耳
が
聞
え
な
い
私
た
ち

の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
か

鈴
木
壱
望
（
倉
俣
小
6
年
）

　　　　　3件

　　　　　4人

　　　409日

（1月末累計）

●事故発生件数

●傷者

●死亡事故

ら
の
お
年
し
よ
り
と
の
コ
ミ
ュ
一
一

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
に
も
、
も
っ
と
も
っ
と
輪
を

広
げ
た
い
と
皆
さ
ん
の
参
加
を
心

か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か

皆
さ
ん
も
私
た
ち
ろ
う
あ
者
や
お

年
よ
り
の
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

薗
申
込
先
・
連
絡
先

　
な
か
さ
と
手
話
サ
ー
ク
ル

　
代
表
　
樋
ロ
ヒ
サ
（
通
り
山
）

　
　
　
　
　
　
盈
6
3
1
2
3
7
3

㌍

●
ふ
や
ス
マ
イ
ル

　
　
　
　
　
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
，

　
あ
な
た
も
ス
キ
ー
や
雪
上
ゲ
ー

ム
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
笑
い
、
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
1
日
㈲
9
時
（
公
民

　
　
　
館
集
合
）
～
2
0
時
ま
で

会
場
　
マ
ン
ト
パ
f
ク
津
南

参
加
費
3
千
円

申
込
先
公
民
館
斎
喜
ま
で
費
6
3
－

　
　
　
2
4
9
3
　
2
月
雛
日
〆



第10回「みのり学園」のご案内
期日　平成4年2月26日㈱
日程・内容　（1）午前9時40分～各クラスごとに活動

（2）午後1時30分～映写会「君は素晴しい」「じっちゃ

ばっちゃとわらしっ子」

　大勢の方々のおいでをお待ちしています。

あ
い
さ
つ
は
家
族
み
ん
な
の
か
け
ご
え
で

●
地
域
お
こ
し
に
イ
ベ
ン
ト

用
機
材
を
貸
し
出
し
ま
す

　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
「
雪
原
力

ー
ニ
バ
ル
」
や
「
と
き
め
き
を
食
う

会
」
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
「
イ
ベ

ン
ト
企
画
集
団
」
で
は
、
自
治
宝
く

じ
助
成
事
業
の
補
助
を
受
け
て
左
記

の
物
品
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

．
こ
れ
か
ら
の
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
活

用
し
更
に
盛
り
上
げ
ま
す
が
、
有
効

利
用
を
図
る
た
め
『
部
を
貸
し
出
し

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区　　分 資材内容 数量

記録広報用
機材

8ミリビデオカメラ 1台

14型テレビ 1〃

8ミリビデオデッキ 1〃

OHP 1〃

スライド映写機 1〃

スライド用映写幕 1基

イベント用品

テント 3〃

獅子頭及び衣装 1式

ワイヤレスアンプ 1台

祭り袴天及び帯 40枚
のぼり 30本・

天狗面及び衣装 1式

弓張提燈 2灯

剣 1刀

その他 保管庫・ 1組

　
地
域
お
こ
し
な
ど
の
行
事
に
ご
利

用
下
さ
い
．

申
込
先
　
イ
ベ
ン
ト
企
画
集
団
事
務

　
　
　
局
（
役
場
開
発
課
）

　
き
ね
　
う
す

●
杵
、
臼
を
ゆ
ず
っ
て
く
だ

，
さ
い

　
老
人
保
健
施
設
レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
ィ

ラ
清
津
で
は
入
所
者
の
方
々
か
ら
快

適
で
生
き
甲
斐
の
持
て
る
日
常
生
活

を
送
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
様
々
な
工

夫
、
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

ぎ翻鋤帽
＿＿　　！う
吻村爪

村

山
正
子
（
中
里
中
3
年
）

で
新
年
年
頭
に
昔
か
ら
や
っ
て
お
り

ま
す
杵
、
臼
で
の
餅
つ
き
を
入
所
者

の
方
々
と
職
員
が
一
緒
に
行
っ
て
お

り
ま
す
が
最
近
時
代
の
進
展
に
よ
り

杵
、
臼
の
調
達
に
苦
慮
し
て
お
り
ま

す
。　
皆
様
の
家
庭
で
廃
棄
処
分
を
し
て

も
い
い
杵
、
臼
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど

う
か
ご
寄
付
願
い
ま
せ
ん
か
、
　
一
報

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

費
6
3
1
2
8
1
1

●
平
成
3
年
度
第
4
回
個
人
住
宅

　
建
設
資
金
融
資
申
込
受
付

◎
受
付
期
問
　
平
成
4
年
1
月
2
7
日

　
㈲
～
3
月
1
3
日
㈹

◎
融
資
金
利
　
麗
％
、
晒
％
、
臼
％
、

　
齪
％

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店
（
電

　
話
0
2
5
7
－
32
1
6
6
5
6
）

　
ま
た
は
お
近
く
の
住
宅
金
融
公
庫

　
業
務
取
扱
金
融
機
関
に
ご
相
談
下

　
さ
い
。
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〃

ひとりぽっちで

　　悩まずに

（0258）

39－4343　（さびしさくるしさしみじみと）

ためらわずにご相談
下さい。

新潟いのちの電話

‘91．3．3

　　北陸地方3か月予報（2月噸月）
　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年12月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方気象台発表【墨報の概要璽

　愚の期闘の初めは、一時塞さの厳しい騰期がありますが、

その後は暖かい臼が多いでじよう。春の訪れは早い見込み
で鞍。

【2翻の鰯報塗

　寒緩の変動が太きく、寒さの厳じい時鵜があるでしょう。

降雪董は平年藪で、一騰大雪のおそれがあり諌す。

【3周の罷報1

　暖かい臼が多いでしよう。天気のぐすつく時期がある晃

込みです。

麟駕の箏報聾

　暖識麟圏懸多騎驚じまう。棄鍮は周i期麹に変おる見込み
；羅すφ

天候麟報のおお謙そのイ熱“響
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◎母親学級・妊婦検診

　2月1類総　上村病院
　　母親学級《受付）12145～13：00、

　　　　　　（内容〉妊娠中の保健

　　妊婦検診（受付）13：30～M：00

◎乳幼蝿検診

　3月6蟹㈱　保健センター
　　　　　　（受付〉13：00～13：3◎

　乳児検診H．3．4．1～H．3．5．31生

　　　　　H．3．10．1～H．3．11．30生

今月の納税と振替日

（3月2日）

（2月25日）

（3月2日）

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

平成4年2月10臼広報躍琳官と8



清瀧信子さん
集落東田尻

青春しτます
　2月11日～3月10日

カレンタ“一
昭和45年3月9日生まれ21歳

星座魚座 離

⑪（幻 建国記念日

13㈲

14働 心配ごと相談日（藤田義一）合老人福祉センター　　（D13二30～16二〇〇

15q⊃ 第43回十日町雪まつり

16（日） 村民競技スキー教室合上越国際清津スキ
ー場09：00～16：00

17（月）

21働
心配ごと相談日（根津敬）合老人福祉セン
ター（D13二30～16：00

22qり
役場閉庁
村民競技スキー教室合上越国際清津スキ
ー場（D13：30～16二30

23（日） 村民アルペンスキー大会合上越国際清津
スキー場09：00～（役員は8二15集合）

27㈲ 母子愛育会婦人会農協婦人部合同研修会合総合センター（D13二〇〇～16二〇〇

28㈲
行政相談日（山田正平）合老人福祉センタ
ー　（D13：30～16二〇〇

心配ごと相談日（村山篤稔）合老人福祉セ
ンター　　（⊃13二30～16二〇〇

29q⊃

1（日） ふやスマイルスキーツアー　合マントパー
ク津南　（D9二〇〇～20：00

2（月）

3（幻ひな祭

5休）

6㈹ 心配ごと相談日（山本ケン）合老人福祉セ
ンター　　（D13二30～16：00

7㈹

8（日）

　　　※変更する場合があります。御用の際は確認を

　　　　　　　　　　　おねがいします。
莚騰雛叢G懸嚢

血液型A型
曹霧

身長157cm
　湯沢グランドホテルにお勤めの

信子さんは「カラオケで松田聖子

の歌を歌うのが大好き」という明

るいお嬢さん。休日は寝て過ごす

ことが多いというが「めったに行

かないパチンコは、行くと必ず勝

つ」という勝負強い面も。理想の

人は「一緒にいて楽しい人。錦織

一清さんのような人かな」。今一番

楽しいことは「彼と一緒にいる時」

とか。ちなみに4月に挙式だそう
です。

　　⑭庭野医院禅話需1
艶

灘⑭中条病院禅譜1

・⑭山・医院翫謂1

　　⑳上村病院響重期
綴

　　⑭津南病院鷺請柵

「
騙
」
集
雁
」
記
一

▼
今
年
も
う
れ
し
い
！
皆
さ
ん
か
ら

登
場
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
役
場
各

課
か
ら
資
料
を
提
出
し
て
も
ら
い
編

集
し
た
み
ん
な
の
広
報
「
な
か
さ
と
」

が
、
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
広
報
紙
の

部
で
入
賞
（
努
力
賞
）
し
た
か
ら
で

す
。
昨
年
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

同
コ
ン
ク
ー
ル
一
枚
の
写
真
の
部
で

も
入
賞
（
入
選
3
）
で
き
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
特
別
な
撮
り
方
を
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
モ
デ
ル
役
の
皆
さ

亀　　　　　亀

護’・・酸・．・・泌

■　　　　ノ
、”　　　　　 一

　ヤ

試

戚盈

スギ ユリ

〃

ん
の
は
じ
け
る
よ
う
な
明
る
い
笑
顔

が
良
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
▼
コ
ン
ク
ー
ル
で
広

報
の
紙
面
だ
け
が
美
し
く
体
裁
良
く

飾
ら
れ
て
い
て
、
審
査
員
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
る
よ
り
も
、
実
際
に
こ
こ

に
住
む
人
た
ち
か
ら
、
よ
り
読
ん
で

も
ら
い
村
に
と
っ
て
何
が
問
題
か
、

考
え
行
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
も

っ
と
う
れ
し
い
。
広
報
の
真
の
審
査

員
は
、
現
実
に
こ
こ
に
住
む
皆
さ
ん

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1￥健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

立春大吉
　2月4日ごろ「立春」は、春
の始まる日。四季の始めの「春」

は、1日暦（陰暦）では1目から

3月までですが￥陽暦では1目

から4目までに相当します。ま

た気象学上の春は三月から五月

までで、感覚的にこれが一番ぴ

ったりといえるでしよう。

　「春」の語源としては、草木

の芽が「張る」、天気が「晴る」、

　　　は田畑を「墾る」など、「はる」と

いう動詞との結びつきが考えら

れます。

　陰暦では、立春の前後が年頭

に当たっていたので．春という

言葉は新年の意味が使われまし

た。

　明治5年に新暦（陽暦）に改

められてから￥すでに百年以上

たちましたが￥いまでも厳寒の
　　　はつはる　　　　　　　げいしゅん
正月に「初春」とか「迎春」と

いった表現が用いられるのは．

その名残です。
　　　　　そうとうしゅう
　立春の日に￥曹洞宗の禅寺で
　　　だいきち
は￥「立春大吉」の4字を紙の札

　　　　　　　　はに大きく書いて、門に貼り出す

ならわしがあります。

　「大吉」は￥占いで最高の運

　　勢を意味しますが￥「立春」

一……i圭　と組合わされると、いっ

口　　そう明るい響きの言葉に
葉㌧なるよう砿

のルーツ

1月末現在
（）は前月比

●人ロ男3，372人（±0）女3，367人（＋12）計6，739人（＋12）●世帯数1，633（＋1）

躍




